記入例
　第２号様式（第６条関係）
大多喜町農業委員会農地利用最適化推進委員　推薦申込書（団体用）
１　被推薦者（推薦を受ける者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　令和　5年１０月１５日
	ふりがな
	　　　　　　　おおたき　　たろう

	氏名
	　　　　　　　大多喜　太郎

	住所
	〒　２９８－０２９３
　　大多喜町大多喜××番地

	職業
	☑　農業　　□　農業以外（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	年齢
	生年月日　昭和　３９　年　１月　１日生（５３歳）　（記入日時点）
	性　別
	　　男　・　女

	電話番号
	（０４７０）　××　―　××××

	経歴
	年　　月　　日
	職名、役職等

	
	昭和６１年３月３１日
昭和６１年４月１日～現在
	××県立××高校卒業
農業経営開始

	農業経営の状況
	営農類型
該当するものに○をし、（　）内に具体的な作目を記入してください（複数選択可）。
	水稲　　　露地野菜　　施設野菜　　果樹　　花き　　その他
主要な作目（　　米、トマト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	耕作面積
	　　　　　　　１００　　　アール

	推薦する区域（複数選択可）
	☑　老川　　□　西畑　　□　総元　　□　大多喜　　□　上瀑



















２　推薦者
	ふりがな
	　　おおたきしゅっかくみあい

	組織の名称
	　　大多喜出荷組合

	ふりがな
	おおたき　　はなこ

	代表者又は
管理人の氏名
	大多喜　花子

	主たる事務所の所在地
	〒　２９８－０２９３
　　大多喜町大多喜××番地

	電話番号
	（０４７０）　××　―　××××

	活動の主たる
目的
	農産物、畜産物の共同出荷

	活動の主たる場所
	大多喜町内

	構成員
	人数
	うち農業者数
	うち町内農業者数
	

	
	２０人
	２０人
	２０人
	

	
	構成員の資格、要件等

	
	

	推薦する理由
	※被推薦者を推薦する理由について２００字以内で記入してください。
（理由の例）
例１　昭和×年から○○栽培を開始し、率先して×に取り組むなど地域農業をリードしている。また、×年間農業委員も務め地域の農家情報等にも精通しており、推進員業務を引き続き貢献できると考え推薦する。
例２　認定農業者として、農地の利用集積・集約化について自ら規模拡大を実践し、精力的に活動している。その経験から、「地域の農地等の利用の最適化の推進に関する事項」に貢献できると考え推薦する。
例３　○年からは土地改良区の理事長を務め地域農業や農家情報に精通しており、地域からの信頼は厚い。担い手への農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、推進員業務に貢献できると考え推薦する。

	前記１の者について、大多喜町農業委員会農業委員に推薦しているか否か
	□　推薦している　　　　　　☑　推薦していない

	　大多喜町農業委員会会長　様
　　私は、前記１の者を大多喜町農業委員会農地利用最適化推進委員として推薦します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　5年１０月１５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織名　　大多喜出荷組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　大多喜　花子　　　　　印


３　被推薦者（推薦を受ける者）の同意
	　大多喜町農業委員会会長　様
　　私は、大多喜町農業委員会農地利用最適化推進委員の推薦を受けることに同意します。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　5年１０月１５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　大多喜　太郎　　　印

	抱負等
（自己ＰＲ、推進員として取り組みたい事項等）
	
※推進委員就任にあたっての抱負を記入してください。


添付書類：被推薦者（推薦を受ける者）の住民票の写し（発行後３か月以内のもの）
